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母親の育児に関する意識および行動の変化
―保育所での地域子育て支援事業への参加をとおして一

野 原 真 理

〔論文要旨〕
「保育所開放」は地域の母子が保育所の子どもたちや職員と一緒に遊ぶ(地域子育て支援)事業である。

本研究は, この事業をとおして母親の育児に関する意識および行動の変化を明らかにすることを目的と

するものである。保育所開放に参加している61名と参加していない58名の母親に対して,2000年5～ 6

月に質問紙調査を実施し,そ のうち33名および32名が約 6か月後に追跡調査された。

その結果,保 育所開放参加者は就園前の第一子を持つ親が多かった。また調査対象者119名の母親の

育児に関する意識および行動は,因子分析の結果,4因 子で説明された。すなわち,満足感,自 立支援,

社会性,柔 軟性に関する因子である。保育所開放参加者は,特 に 「社会性に関する因子」の改善がみら

れた。したがって保育所開放の場が,母 親の社会性の促進に寄与することが示唆された。
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I .緒  言

わが国の子育て支援は,当 初少子化対策の取

り組みであ り,延 長保育や乳児保育の実施な

ど仕事 と子育ての両立支援が主な内容であっ

た1)。しかし,新 エンゼルプラン (2002)から

は,保 育所が地域子育て支援センターの役割を

もち,家 庭で育児する専業主婦も含めた地域全

くことが求められている。この地域子育て支援

事業の 1つ に保育所開放がある。保育所開放は,

1994年に全国64ヶ所で施行 された 「地域子育

する場を提供するものである。参加者は自由に

所庭や保育室での遊びの中に入ることができ,

日常の保育活動を見ることができる。

この保育所開放に関しては,実 践報告が数多

く見られてお り,野 坂のは,保 育所の利用状況

として, 3歳 未満児の親が相談に訪れているこ

と,ま た,他 の親との情報交換ができ,し かも,

子どもを安全に遊ばせられる場が得られること

で強い満足度を覚えていると述べている。

野原"は,保 育所開放について,母 親の参加

どもの遊ばせ方を知 りたい」,「保育所を知 りた

い」ということが多かったが,参 加後は 「子ど

もの発達や生活がわかる」,「職員の接 し方が参

の参加によって,育 児意識や家庭での育児行動

がどう変化 したかを縦断的に調査 した結果で

体に対 して,地 域子育て支援事業を実施 してい   動 機として「同年代の子どもと遊ばせたい」,「子

てモデル事業」に端を発 しているが,保 育所の   考 になる」など,母 親は子どもの発達や接 し方

日常の保育時間内に,入 所児のほかに,周 辺地 などを含む遊び以外の良さを感 じていることを

域の親子に保育所を開放 し,遊 びや生活を経験   指 摘 している。また,参 加者自身が保育所開放
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は,母 親の社会性の促進に寄与することが示 さ

れた。。

本研究では,さ らに保育所開放に参加 してい

ない母親 との比較か ら,保 育所開放に参加する

ことが,母 親の育児意識および行動にどのよう

な変化をもたらしたかについて検討 した。

Ⅱ.対 象および方法

1.地 区の概況および保育所開放の状況

今回の対象は,東 京近接A市 のS保 育所であ

る。A市 は,人 口約47万人で,S保 育所のある

S地 区は,平 成17年4月 現在人口が43,836人,

出生率は8.8%(人 口千対),65歳 以上人口は

10.3%。一戸建てとアパー ト・マンションといっ

た集合住宅が混在 し転出入が多い。全国と比較

して高齢化率はそれほど高 くなく,都 心に通勤

する子育て世帯が多い地区である。

S保 育所の保育所開放は,毎 週火曜日午前中

に定例で開催 しており,参 加親子は職員や入所

児 と一緒にいろいろな遊びを楽 しむことがで

き,随 時子育てについての悩みを職員に相談す

ることができる。職員は入所児の保育をしなが

ら参加親子と関わつている。月に 1回保育士に

よるミニ講座が開かれ,「手遊び」,「体操」,「作っ

て遊ぼう」など,家 に帰っても親子で楽しめる

遊びを紹介 している。また,年 2回 開催 してい

る 「子育て トーク会」では,職 員 も参加 して,

子育ての悩みをみんなで話 し合い,ア ドバイス

をもらうことができる。保育所開放については,

広報や保健事業の中で紹介されている。

2.対 象および方法

今回の対象者は,S保 育所の保育所開放に参

加 している母親61名 (以下参加者)と 参加 して

いない母親58名 (以下非参加者)で ある (図1)。

S保 育所では保育所開放の参加者を随時受け

入れているが,ほ とんどの参加者が 4月 からほ

ぼ 1年 間の利用期間となっている。

参加者の調査は,ベ ースライン調査 として,

利用開始間もない2000年5月 ～ 6月 に保育所開

放に参加 した母親58名に筆者が主旨とプライバ

シー保護について説明したうえで調査票を配布

し, 自己記入してもらい回収した。

非参加者は,参 加者の調査 と同時期に,S

第 1回 調査
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第 2回調査

図1 調 査対象者フローチャート

地区を管轄するK保 健福祉センターで実施 して

いる 1歳 6か 月児健康診査に来所 した母親153

名に対 して同様に説明したうえで調査票を配布

し,郵 送 ・留め置き法での返信を依頼 した。返

信のあつた者は,66名 (回収率43.1%)で あっ

た。そのうち 「保育所開放に参加 している」と

記載のあった母親 3名 は参加者にいれた。また,

家庭で育児をしている母親を対象者とするため

に,母 親が就労 してお り,子 どもを保育所に預

けている5名 を除タトした。

次に,保 育所開放の効果をみるために,約 半

年後の11月下旬に第 2回 調査を実施 した。参加

者では,第 1回 調査者61名のうち住所不備の

あった 2名 を除き,59名 に対 して郵送 。留め置

き法にて行った。回収は33名(55.9%)となった。

非参加者では,参 加者の調査と同時期に第 1回

調査者58名に対 して郵送・留め置き法で行った。

回収は32名 (55.1%)と なった。

調査項目は,母 親の育児意識および行動に関

する52項目からなる。まず,母 親の育児意識に

ついては,大 日向つの母親の役割受容に関する

14項目 (積極的 。肯定的意識 7項 目と消極的 ・

否定的な意識 7項 目),柏 木 らのの育児 をとお

した母親の意識変化の認識に関する25項目 (柔

軟さ,自 己抑制,視 野の広が り,生 きがい 。存

在感,自 己の強さの 5因 子から構成)か ら抽出

された15項目,野 原めの保育所開放に参加 して

得られたメリットとして有意差の見られた3項

目を加え32項目とした。また,母 親の育児行動

については,堤
つの子 どもの発達に応 じた関わ

り,し つけに関すること,子 どもとの向き合い

目

　

目
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方,子 育ての姿勢に関する20項 目である。全体

として52項 目からなる調査票を作成 した。

なお, これら52項 目の調査項 目について,調

査前に,S保 育所の主要スタッフ2名 と,K保

健福祉センターの保健師 2名 に対 して,保 育所

開放の参加母親,ま たは 1歳 6か 月児健康診査

に来所する母親への適正な質問事項であるかに

ついての意見を求め,そ の内容確認と賛同を得

たうえで本調査を実施 した。

調査票は,第 1回 調査 。第 2回 調査とも全 く

同じである (フェイスシー トは第 1回 調査に入

れた)。そして,全項 目とも 「かなり感じる (行

動する)」から,「まったく感 じない (行動しな

い)」までの 5段 階評定とし得点化 した。

解析にあたっては,構 造的な検討を加えるた

めに因子分析を行った。まず,52項目について,

有意な相関があり内容的に類似 した項目はまと

め29項 目にしぼり込んだ。次にこの29項 目につ

いて,第 1回 調査者119名の結果に基づき因子

分析 (主因子法,バ リマックス回転)を 施行 し

た。そして,共 通性や因子負荷量 (0.40以上)

を見ながら項 目をしぼった結果,表 3の 12項目

になり,信 頼係数は0.74となった。さらに,参

加者,非 参加者の母親の育児意識および行動の

変化を検討するために,追 跡調査者33名 (参加

者),あ るいは32名 (非参加者)に おける第 1

回調査と第 2回 調査の結果について,各 項 目の

評定得点の平均値および各因子得点の平均値を

算出比較 し,対 応のある t検 定による有意性を

検討 した。

次に,追 跡調査者について,参 加者と非参加

者とを比較するために,第 1回 調査と第 2回 調

査での,各 項 目の評定得点の平均値および各因

子得点の平均値について,独 立 した t検 定によ

る有意性を検討 した。

なお,解析はSPSSll.5」for WindOwsで 行った。

Ⅲ.結    果

1.対 象者の属性

参加者の第 1回 調査対象者61名 (対象集団)

は,子 どもの平均年齢は 1歳 10か月 (±1歳 1

か月),母 親は現時点で就労 していない専業主

婦であり,平 均年齢は32.2(± 4.6)歳 だった。

連れてくる子どもの約 7割 が第一子であり,現

小 児 保 健 研 究

時点での子どもの人数は 1人 が67.2%, 2人 が

26.2%,全 体の約 9割 が核家族だった。日中の

子どもの世話は,9割 以上が母親である。居住

年数は 5年 未満が 6割 以上を占めており,住 居

形態は集合住宅が 8割 以上と多い (表1)。

また,育児困難時の相談相手 (複数回答)は ,

夫が約 8割 と最 も多 く,近 隣の友人は3割 台,

近所の人は 1割以下と低い。

なお,追 跡調査者33名の属性についても,第

1回調査者全体 (対象集団)の 結果と有意な差

はみられなかった。

同様に,非参加者の第 1回調査対象者58名(対

象集団)は ,子どもの平均年齢は 1歳 6か 月 (±

0.9か月),母 親は現時点で就労 していない専業

主婦であ り,平 均年齢は30.9(± 3.6)歳 だっ

た (表2)。

なお,追 跡調査者32人の属性についても,第

1回調査者全体 (対象集団)の 結果と有意な差

はみられなかった。

また,参 加者 と非参加者では,子 どもの年

齢,母 親の年齢についても有意な差はみられ

ず,記 載された住所より,S保 育所を中心とし

て800m圏 内にあり,育 児環境についても同様

の条件であった。

2.育 児に関する意識および行動の因子構造

育児に関する意識および行動の12項目につい

て,因子分析の結果4因子が抽出された (表3)。

第 1因子は,「子育ては楽しい」,「親である

ことに充実感を感じる」,「子どもを見ていると

元気づけられる」という3項 目からなり,「満

足感」と考えられる。

第2因 子は,「子どもにことばをとおして分

かるように説明する」,「子どもが自分で決めら

れるようにサポー トする」,「順番や 『貸して』

など社会のルールを教えている」,「子どもの発

達に応じた生活習慣を身につけさせている」と

いう4項 目からなり,子 どもへの社会規範の教

育および子どもの自立を促す関わりと考えら

れ,「自立支援」と解釈できる。

第3因 子は,「子育てをとおして近所づきあ

いをする」,「子育て仲間や子どもといるのが楽

しい」,「公園や散歩によく連れて行っている」

という3項 目からなる。この因子は,子 どもお
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表 1 対 象者の属性 (参加者)

表 2 対 象者の属性 (非参加者)

項 目 対象集団 n=61 追跡集団 n=33

連れて くる子どもの出生順位
(対象集団の子どもの人数 n

(追跡集団の子どもの人数 n
一一

〓

第一子
第二子
第三子

70.5%

23 9%

5 6 %

75.7%

1 8 . 9 %

5 . 4 %

複数の子どもを連れてくる母親 10        16.4% 4       12.1%

子どもの平均年齢
222±12 . 1か月
(範囲 6～7 1か月)

2 2 . 8±13 6か月
(範囲 6～ 71か月)

子どもの性別
男

女
55.0%

45,0%

67.6%

32.4%

母親の平均年齢
31.2±4.7歳

(範囲23～44歳)

32.2±46歳

(範囲25～44歳)

父親の平均年齢
3 1 . 8±8 . 5歳

(範囲23～46歳)

33.3±5.0歳

(範囲25～44歳)

子どもの人数

人
人
人

67 20/0

26.2%

6 . 6 %

728%

24.3%

3 . 0 %

家族形態
核家族

二世帯家族

9 1 . 5 %
8 . 5 %

87.9%

1 2 . 1 %

住居形態
一戸建て
集合住宅

148%

85 2%

1 2 1 %

87 9%

居住年数 5年 未満 38        62.30/0 22        66.7%

日中の子どもの世話は母親である 58        95 10/0 31        93 7%

項 目 対象集団 n=58 追跡集団 n=32

子どもの出生順位
第一子
第二子
第三子

％

％

％

743%

20.0%

5 7 %

子どもの平均年齢
18.7±0.9か月

(範囲18～23か月)

1 8 . 5±0. 8か月
(範囲18～22か月)

子どもの性別
男

女
41.4%

58.6%

51.4%

48.6%

母親の平均年齢
30.9±3.6歳

(範囲23～40歳)
30.5±3.5歳

(範囲23～40歳)

父親の平均年齢
33.4±4.2歳

(範囲26～49歳)
32.1±3.5歳

(範囲26～41歳)

子どもの人数

人
人
人

70.0%

24.1%

6 . 9 %

74.3%

20.00/0

5 7 %

家族形態
核家族

二世帯家族
86.2%
13.80/0

90.6%

9 . 4 %

住居形態
一戸建て
集合住宅

24 1%

729%

25.0%

75.0%

居住年数 5年 未満 29        50.0% 21        65.6%

日中の子どもの世話は母親である 57        983% 31        96.9%
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第 1因子 :満足感
第2因子 :自立支援

よび育児 をとお して,近 所づ きあい,子 育て仲

間との交流の楽 しさ,家 に閉 じこもらない周辺

環境の柔軟な受け入れと考えられ,いわゆる「社

会性」と解釈できる。

第 4因 子は,「考えが柔軟になった」,「他人

に対 して寛大になった」という2項 目からなり,

柔軟な考え方を基本に,他 人への寛大さ,い わ

ゆる 「柔軟性」と考えられる。

全体の累積寄与率は556%と 妥当な値が得ら

れ,各 因子の寄与率は10.6%か ら15.9%といず

れも5%以 上であった。また,各 因子の信頼係

数は,ほ とんどが約0.7以上と高 く,全 体の信

頼係数は0.74であった。

次に,保 育所開放の効果を検討するために,

参加者の追跡集団の第 1回調査と第 2回 調査の

結果から,各 項目の評定得点の平均値および各

因子得点の平均値を比較 した (表4)。

参加者の第 1回調査における追跡集団の結果

は,全 体 (対象集団)の 結果と比較 して,各 項

目の評定得点の平均値および各因子得点の平均

値とも有意差がなかった。

参加者の追跡集団の第 1回調査と第 2回 調査

の結果をみると,第 1因 子 (満足感),第 2因

小 児 保 健 研 究

表 3 因 子分析

第3因子 :社会性
第4因子 :柔軟性

子 (自立支援),第 4因 子 (柔軟性)と も,各

項目の評定得点の平均値および因子得点の平均

値はほとんど同じであり有意差はない。

しかし,第 3因 子 (社会性)は ,第 1回調査

に対 して第 2回 調査では,3項 目とも評定得点

の平均値が高い傾向がみられ,特 に 「子育てを

とおして近所づきあいをする」という項目では

3.70から4.09へと有意な増加を示 した。しかも,

3項 目の因子得点の平均値 も,7.69か ら8.02ヘ

と有意な増加を示 している。

同様に,非 参加者の第 1回調査における追跡

集団の結果は,全 体 (対象集団)の 結果と比較

して,各 項目の評定得点の平均値および各因子

得点の平均値とも有意差がなかった (表5)。

非参加者の追跡集団の第 1回調査と第 2回 調

査の結果をみると,第 2因 子 (自立支援),第

3因 子 (社会性),第 4因 子 (柔軟性)と も,

各項 目の評定得点の平均値および因子得点の平

均値はほとんど同じであり有意差はない。

しかし,第 1因子 (満足感)は ,第 1回調査

に対 して第 2回調査では,3項 目とも評定得点

の平均値が低い傾向がみられ,し かも,3項 目

の因子得点の平均値 も,937か ら8.71へと有意

質 間 項 目 第 1因 子 第 2因 子 第 3因 子 第 4因 子

1)子 育ては楽 しい

2)親 であることに充実感を感 じる

3)子 どもを見ていると元気づけられる

0827

0.722

0.707

0.080

0 113

0 . 1 1 5

0.065

0 150

0 101

0.170

0 188
-0016

4)子 どもにことばをとおして分かるように説明する
5)子 どもが自分で決められるようにサポートする
6)順 番や 「貸して」など社会のルールを教えている
7)子 どもの発達に応じた生活習慣を身につけさせている

0025

0.202

0.043

0.187

0 896

0 631

0.562

0.403

0.159
- 0 1 4 1

0 054

0.354

- 0 . 0 1 8

0 1 5 1

0 171

0 086

８

９

１０

子育てをとおして近所づきあいをする

子育て仲間や子どもといるのが楽 しい

公園や散歩によく連れて行っている

-0055

0217

0 194

- 0 1 4 1

0.099

0.277

0.761

0 670

0.528

0.051

0 156

0 191

11)考 えが柔軟である

12)他 人に対 して寛大になった

0 1 1 5

0 175

0.129

0 195

0.090

0.304

0.833

0.626

因 子 の 寄 与 率

累 積 寄 与 率 55.6

Cronbach'sαイ系数 0.73 0.74

全体の Cronbacrs α 係数 074

Presented by Medical*Online



質 問 項 目
対象集団
n=61

追跡集団 n=33

1回 目   2回 目

第 1因子 (満足感に関する因子)
1)子 育ては楽しい

2)親 であることに充実感を感 じる

3)子 どもを見ていると元気づけられる

3 93

4.10

4.43

400       403

403       3.82

4.38       4.24

因子得点の平均値 9.32

第2因子 (自立支援に関する因子)
4)子 どもにことばをとおして分かるように説明する

5)子 どもが自分で決められるようにサポー トする

6)順 番や 「貸して」など社会のルールを教えている

7)子 どもの発達に応じた生活習慣を身につけさせている

3.77

3 34

426

3 67

3 79       3.85

3 36       3.45

4.06      4.18

367       3.58

因子得点の平均値

第3因子 (社会性に関する因子)
8)子 育てをとおして近所づきあいをする

9)子 育て仲間や子どもといるのが楽しい

10)公園や散歩によく連れて行っている

3.70     4.09   *

3.97      4.15

421       4.27

因子得点の平均値 753 *

第 4 因子 (柔軟性に関する因子)
11)考 えが柔軟になった

12)他 人に対 して寛大になった

3 59

343

3 52       342

3.39       3.48

因子得点の平均値
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表 4 各 項目の得点および因子得点 (参加者)

*P<0.05

注)評 定得点 :5段 階評価 (1点 :まったく感 じない 。行動 しない, 2点 :あまり感 じない 。行動 しない,
3点 :少 し感 じる 。行動する, 4点 :わ りに感 じる 。行動する, 5点 :かなり感 じる 。行動する)

な低下を示 した。

参加者と非参加者の対象集団における第 1回

調査の評定得点の平均値 と因子得点の平均値は

ほとんど同じであり有意差はない。同様に追跡

調査者の参加者と非参加者の第 1回調査の評定

得点の平均値 と因子得点の平均値はほとんど同

じであり有意差はなかった。しかし追跡調査者

の参加者と非参加者の第 2回 調査では,第 1因

子の因子得点の平均値 (p<0.01)と 第 1因 子

の3項 目のうち「育児は楽しい」(p<0.01),「子

どもを見ていると元気づけられる」(p<0.05)

の評定得点の平均値が,参 加者について有意に

高からた。

Ⅳ.考    察

1.対 象者の特性

参加者の第 1回 調査対象者61名 (対象集団)

は,現 時点で就労 していない専業主婦であ り,

保育所開放に連れてくる子どもは,1～ 2歳 が

多 く,年 齢範囲は生後 6か 月から5歳 9か 月と

入所児 と同様に幅広い年齢層であった。

母親の平均年齢は31.2±4.7歳であるが,年

齢範囲は23歳から44歳と幅広い年齢層であっ

た。第二子以降の子どもを連れてくる者が 3割 ,

複数の子 どもを連れて くる母親が 1割 以上お

り,保 育所はどの年齢の子どもも連れてくるこ

とができる施設となっていることが示唆される。

非参加者の第 1回調査対象者58名(対象集団)

は,子 どもの平均年齢は18.7(±0.9)か月,.母

親は現時点で就労 していない専業主婦であり,

その他の育児状況においても,参 加者の特性と

同様と考えられる。     、

2.育 児に関する意識および行動の因子構造

育児に関する意識および行動の12項目は4因

子で構成されていることが確認された。
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質 問 項 目
対象集団

n=58

追跡集団n=32

1回 目  2回 目

第 1 因子 (満足感に関する因子)
1)子 育ては楽 しい

2)親 であることに充実感を感 じる

3)子 どもを見ていると元気づけられる

4 00

4 . 1 1

4.44

400      3.66

4.09      3 78

4 . 4 1      4 . 1 9

因子得点の平均値 *

第2因子 (自立支援に関する因子)
4)子 どもにことばをとおして分かるように説明する
5)子 どもが自分で決められるようにサポートする

6)順 番や 「貸して」など社会のルールを教えている
7)子 どもの発達に応じた生活習慣を身につけさせている

4.00

3.53

4.29

3.85

3.75      4.00

3.41       3.50

4 19      4.25

3.81       3 53

因子得点の平均値

第3因子 (社会性に関する因子)
8)子 育てをとおして近所づきあいをする
9)子 育て仲間や子どもといるのが楽しい

10)公園や散歩によく連れて行っている

3.71

4.17

4.12

3.69      4.16

4.13      4.16

4.06       3.88

因子得点の平均値 7 72

第 4因 子 (柔軟性に関する因子)
11)考 えが柔軟になった

12)他 人に対 して寛大になった

3 50

341

344      3.25

3 13       3.16

因子得点の平均値

小 児 保 健 研 究

表 5 各 項目の得点および因子得点 (非参加者)

*P<005

注)評 定得点 :5段 階評価 (1点 :まったく感 じない 。行動 しない, 2点 :あまり感 じない ・行動 しない,
3点 :少 し感 じる ・行動する, 4点 :わ りに感 じる 。行動する,5点 :かなり感じる ・行動する)

第 1因子は 「満足感」であり,親 としての自

覚を示す因子であると考えられる。

参加者では,こ の第 1因子に含まれる3項 目

の評定得点の平均値 も因子得点の平均値 も,保

育所開放の参加前後において有意な変化はな

かった。しかし非参加者は,6か 月を経過 して

3項 目の評定得点の平均値が低い方に変化 し,

因子得点の平均値は有意な低下を示 した。さら

に,参 加者と非参加者の比較では,第 1回調査

で有意差がみられなかったが,第 2回 調査では

有意差がみられた。参加者の調査結果から,育

児に関する満足感は,日 常の育児をとおして母

親自身が主観的に感ずるものであり,週 1回 の

保育所開放への参加によって変化するものでは

ないと考えられたつ。 しか し,非 参加者の調査

結果と関連させると,保 育所開放に参加するこ

とが,親 としての自覚を維持 していくことや育

児をポジティブに捉えることに寄与 しているこ

とを示唆 していると考えられる。

第 2因 子は 「自立支援」といえるが,参 加者

では, この第 2因 子に含まれる4項 目の評定得

点の平均値も因子得点の平均値も,保 育所開放

の参加前後において有意な変化はなかった。

子 どもの自立支援に関する対応は,保 育士

にとって大切な対応方法とされている'。 した

がって,保 育所開放に参加する母親は,保 育士

のこのような対応を学習し,行 動変容への動機

づけになるのではないかと考えたが,そ の結果

は得られなかった。非参加者においても同様の

結果が得られたことは,子 どもの自立支援を促

す育児のあり方は,重 要かつ本来的な親として

の関わり方であり,保 育士の影響によって,新

たに認識させられるものではないことを示唆し

ている。また,多 くの母親が,基 本的な生活習

慣を身につけさせることや良好な友達関係をつ

くること,集 団の中で社会性を身につけさせる
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ことなどについて,保 育所開放参加の有無に関

わらず,子 育ての中で大切にしていることが考

えられる。

第 3因 子の 「社会性」は,育 児をとお して,

親自身の社会性が拡大 ・向上していくことを示

すものと考えられる。この第 3因 子は,参 加者

において,3項 目とも改善の傾向があり,特 に

「子育てをとお して近所づきあいをする」では

有意な改善がみられた。しかも,因 子得点の平

均値も有意な増加がみられた。つまり,保 育所

に出向くことが,家 庭で母子が孤立 してしまい

がちな環境から抜け出る機会となっていること

が考えられる。保育所開放への参加動機は,「同

年代の子どもと遊ばせたい」,「子どもの遊ばせ

方を知 りたい」,「保育所を知 りたい」というよ

うな情報収集型が多いことが指摘 されている

がめ
,参 加後徐々に,公 園に出向 く機会 も増え

て,子 育て仲間や子どもといるのが楽しいと感

じたりするなど,親 の社会性の拡大 ・向上がみ

られるようになったと考えられる。母親は育児

をとおして社会化のプロセスを踏むといわれる

が",保 育所開放は母親の社会化の一翼を担っ

ていると考えられる。
一方,非 参加者においては,有 意な改善はみ

られていない。また参加者と非参加者の比較に

おいても,第 1回 調査,第 2回 調査 とも有意な

差は認められなかった。

非参加者において,調 査期間である 1歳 6か

月から2歳 にかけては,子 どもの活動範囲も広

が り,言 葉をとおしたコミュミケーション能力

の獲得や理解力が進歩する時期である。つまり,

子どもの成長とともに母子の行動範囲の広が り

や母親のネットワークの広がりを意味する因子

として抽出されたと考えられる。

最近の母親像として,育 児に関する情報はた

くさんもっているが,子 ども時代に遊びの経験

が少なく,世 代を超えた人づきあいが不足 して

いる特性があるといわれている。。対象者は参

加者も非参加者においても,第
一子をもつ母親

が 7割 を占めることから,親 子関係を基本とし

て,こ の因子が改善することが,家 庭で母子が

孤立してしまいがちな環境から抜け出ることに

つながると考えられる。昨今,子 どもと母親が

安心 して過ごせる公園などの安全な場所が地

297

域からなくなったといわれる現状の中で,保 育

所開放の意義がさらに大きくなったと考えられ

る。

第 4因 子の 「柔軟性」は,親 の性格特性を示

す因子と解釈でき,親 の性格特性は育児に関す

る意識や行動に影響を及ぼす因子として抽出さ

れたものと考えられる。この第 4因 子は,第 1

因子と同様に,項 目の評定得点の平均値 も因子

得点の平均値 も,参 加者の保育所開放の参加前

後において,有 意な変化はなかった。このこと

は,柔 軟性といった親の性格特性は,こ れまで

の長い生活歴の中で培われてきたものであり,

保育所開放という短期的な生活体験ではなかな

か変容 しないことが反映されているものと考え

られる。

本研究の結果から得られた保育所開放の意義

として,親 としての自覚を維持 していくことや

育児をポジティブに捉えることに寄与 している

こと,ま た母親の社会性を促進させる傾向があ

ることが示唆された。

しかし,そ の他の因子に関しては,保 育所開

放の参加前後では母親の変化がみられなかっ

た。つまり,有 意差のみられなかった因子は,

親の性格特性など親の人間性に関する因子であ

り,こ れらの因子は,親 が親となっていく過程

において,学 校教育や社会教育の分野も重要な

役割を担っていると考えられる。

なお,今 回,保 育所開放への参加によって,

特に第 3因 子 (社会性に関する因子)に おいて,

有意な変化があつた。しかし,育児をとおして,

母子ともに発達 ・変化することが指摘されてお

り
lDlの

,今 後は,発 育段階に応 じて追跡調査や

事例研究などを含めたさらなる検討が必要であ

ると考える。

また,保 育所開放という事業は,参 加する母

親が保育所 という 「場」を利用するとともに,

専門職による 「介入」でもあるため,そ れらを

統合 した検討,ま たは,「場」 と 「介入」を区

別した検討が必要であると考える。

V.ま  と  め

1.地 域子育て支援事業の 1つ である,保 育所

開放の参加者は 1～ 2歳 の第一子をもつ母親

が多 く,保 育所は6か 月～ 5歳 9か 月までの
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幅広い年齢層の子 どもが利用できる施設 と

なっている。

2.子 育て中の母親の育児に関する意識および

行動は,「満足感」,「自立支援」,「社会性」,「柔

軟性」の4因 子で構成される。

3.参 加母親の育児に関する意識および行動

で,保 育所開放の参加をとおして変化 したも

のは,「社会性に関する因子」とその中の 「子

育てをとおして近所づきあいをする」という

項目である。

4.保 育所開放に参加することは,「(育児に対

する)満 足感に関する因子」や 「社会性に関

する因子」に良い効果がある可能性が示唆さ

れる。
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〔Summary〕
“
Hoikusho―kaiho" is one of childrearing support

activities of day nursery in community.  Using the

activity, Inothers and children in community can

participate in regular activity of day nursery  The

purpose of this study is to clarify the change of

maternal feelings and behaviors Of childrearing in

the “Hoikusho― kaiho" activity 61 mothers, 、 vho

have participated in the activity compared Ⅵrith 58

mothers, who have not, were cOnducted using a

questionnaire survey in WIay and」 une 2000 and 33

of the former, and 32 were the latter followed after

about six months. Their feelings and behaviors of

childrearing before and after the ``Hoikusho―kaiho''

activity were compared using factor analysis.

The results were as follo、vs A/1ost of the mothers

surveyed have their firstborn children before at―

tending kindergarten.

The scale of maternal feelings and behaviors of

childrearing was consisted of four factors; feelings

of satisfaction in childrearing, support for indepen―

dence, socialization, flexibility,  Of these factors,

especially, the score of socialization factor was sig―

nincantly higher after than before ``Hoikusho―kaiho"

That suggests that “ Hoikusho―kaiho" activity in

community could irnprove socialization of mothers

on childrearing

[Key words]

Mother, Feel ings of Childrearing, Behaviors of

Childrearing, Day Nursery, Childrearing Support
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